
花
岡
・
上
野
地
区
で
「
乗
合

ワ
ゴ
ン
」
実
証
運
行
ス
タ
ー
ト

路線バスの現状
　

花
岡
地
区
で
は
10
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
、
山
間
部
や
小
野
原
方
面
を
運
行
す

る
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
、
海
岸
部
を

運
行
す
る
路
線
バ
ス
も
減
便
さ
れ
ま
し

た
。
加
え
て
、
高
牧
町
や
上
野
町
南
部

な
ど
の
「
交
通
空
白
地
域
」
や
、
バ
ス

停
ま
で
の
徒
歩
移
動
が
困
難
な
人
へ
の

対
応
の
た
め
、
天
神
・
船
間
地
区
で
実

施
し
て
き
た
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
を
拡

充
す
る
形
で
「
か
の
や
市
乗
合
ワ
ゴ
ン

（
花
岡
・
上
野
線
）」
の
実
証
運
行
を
10

月
２
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

●
運
行
日
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年

　

末
年
始
を
除
く
）

●
運
行
便
数
＝
計
７
便

●
料
金
＝
利
用
区
間
に
よ
り
２
０
０
～

　

５
０
０
円

Point

「
第
三
の
転
換
期
」
を
迎
え
る

「
地
域
交
通
」

　

鉄
道
の
無
い
本
市
に
お
い
て
は
、
路

線
バ
ス
が
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
と

な
っ
て
い
ま
す
。
周
辺
市
町
を
含
む
少

子
化
・
人
口
減
少
の
進
行
に
伴
い
、
路

線
バ
ス
の
利
用
者
数
は
大
き
く
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
が
利

用
者
数
の
減
少
に
拍
車
を
か
け
、
本
市

関
係
の
路
線
バ
ス
の
利
用
者
数
は
４
割

も
減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

加
え
て
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者

の
乗
務
員
不
足
が
全
国
的
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
本
県
・
本
市
に

お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利

用
者
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
乗
務
員
不

足
に
よ
り
地
域
交
通
を
維
持
で
き
な
く

な
る
と
い
う
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
お

り
、
地
域
交
通
は
今
ま
さ
に
大
き
な
「
転

換
期
」
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

地
域
交
通
を

「
見
つ
め
直
す
」
契
機
に

　

こ
れ
ま
で
事
業
者
の
企
業
努
力
や
国
・

自
治
体
の
補
助
な
ど
に
よ
っ
て
維
持
し

て
き
た
路
線
バ
ス
も
、
全
て
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
で

は
令
和
４
年
３
月
に
「
鹿
屋
市
地
域
公

共
交
通
計
画
」
を
策
定
。
限
ら
れ
た
輸

送
資
源
を
「
広
域
路
線
は
路
線
バ
ス
で
」

「
そ
れ
以
外
の
部
分
は
く
る
り
ん
バ
ス
や

乗
合
ワ
ゴ
ン
な
ど
で
」
と
い
っ
た
形
で

最
適
に
役
割
分
担
・
再
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
持
続
可
能
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
実
現
」
を
目
指
す
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
10
月
か
ら
花
岡
・
上
野

地
区
、
12
月
か
ら
吾
平
・
川
東
地
区
に

お
い
て
「
か
の
や
市
乗
合
ワ
ゴ
ン
」（
区

域
運
行
型
デ
マ
ン
ド
交
通
）
の
実
証
運

行
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
来
年
度
以

降
、
他
地
区
で
も
段
階
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
交
通
を
「
見
直
す
」
こ
と
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
交
通
を
「
見
つ

め
直
す
」
契
機
で
も
あ
り
ま
す
。
本
市

に
限
ら
ず
、
地
方
都
市
の
大
半
で
自
動

車
に
依
存
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
確

立
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
交
通

が
危
機
を
迎
え
る
中
、
自
動
車
を
運
転

で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
や
、
運
転
免
許

返
納
者
を
含
む
高
齢
者
な
ど
の
移
動
手

段
を
考
え
る
こ
と
は
、「
次
代
の
子
ど
も

た
ち
」
や
「
自
分
の
将
来
」
を
考
え
る

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と

り
が
地
域
交
通
を
見
つ
め
直
し
、
機
会

が
あ
れ
ば
利
用
し
て
み
る
、
そ
う
し
た

「
一
歩
」
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

地域交通を見つめ直す
　これまで交通機関は、社会の変化に伴って大きな転換を繰り返してきました。第一の転換期は、明治・

大正期の「舟運」から「鉄道」への転換。第二の転換期は昭和後期のモータリゼーションの進展で、全国

のローカル鉄道や路面電車などが廃止に追い込まれました。新たな転換期を迎える今、本市では持続可能

な地域交通体系を目指し、段階的に見直しを進めます。            問 市地域活力推進課　☎ 0994-31-1147

　

12
月
か
ら
は
、
吾
平
・
川
東
地
区
で
も
、

吾
平
地
区
く
る
り
ん
バ
ス
や
一
部
の
路

線
バ
ス
（
光
同
寺
線
）
の
運
行
に
替
え
て
、

「
か
の
や
市
乗
合
ワ
ゴ
ン
（
吾
平
・
川
東

線
）」
の
実
証
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

運
行
内
容
は
花
岡
・
上
野
地
区
と
同
じ

方
式
で
、
運
行
事
業
者
は
地
元
の
貸
切

バ
ス
事
業
者
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
運
行
日
＝
火
・
木
・
土
曜
日
（
祝
日
・　
　
　

　

年
末
年
始
を
除
く
）

●
運
行
便
数
＝
計
８
便

●
料
金
＝
利
用
区
間
に
よ
り
２
０
０
～

　

５
０
０
円

12
月
か
ら
吾
平
・
川
東
地
区

で
も
運
行
開
始
を
予
定

Point

補助金や他事業

の利益補填など

により、かろうじ

てバス事業の継

続を維持してい

る厳しい状況

路線バスの利用者数はピーク時
に比べて約６割減少

全国のバス事業者の８割以上が
乗務員不足で、今後も悪化

全国の路線バス事業者の多くが
赤字経営１

２

３

　公共交通を守るために私たちができる第

一歩は、公共交通の現状と課題を認識する

こと、そして 1 回でも多く公共交通を利用

することです。長距離移動の際には、空港

バスや鹿児島中央駅直行バスなどを利用し

たり、市街地へ出かける際は「バス」を利

用したりするなど、公共交通を利用しましょ

う。

こんなときは、
バスを利用してみませんか？４

　市ホームページには、路線バ

スやくるりんバスの路線図、時

刻表などのほか、時刻表検索

サイトなども掲載していますの

で、ご利用ください。

市の公共交通に関する情報は
ホームページをご覧ください

　▲市公共交通

　　 ホームページ

５

乗合ワゴン（区域運行型デマンド交通）イメージ図

かのや市乗合ワゴン

③予約があった区間　　

　 を最短経路で運行

乗降エリア
①自宅付近などを    

   乗降地点として登録

指定乗降ポイント
④運行区域内の病院 ・ 商業

   施設、 バス停など市が設   

   定した乗降場所で降車

バス乗り継ぎ

（他地区へ）

　 　　②電話で予約

　「〇日の第〇便、
　帰りは〇〇から第〇便」

赤字事業者
96％

黒字事業者4％

1970年度

100億人

2019年度 2022年度

43億人
36億人

コロナ禍前の時点で

ピーク時から約 6 割減

コロナ禍で更

に落ち込む

※現時点で１万人の不足。 この現状をドラ

　 イバーの超過勤務や休日出勤で運行

2023年度

11 万人

1万人

2030年度

9.3 万人

3.6万人 実
人
員

不
足
数

乗務員の高

齢化等によ

り減少

働き方改革等による必

要数の増加と、 乗務員

減により不足数が拡大

※
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